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頼本政樹先生の「生徒が前向きに取り組むことが
できる授業を目指して」について

　学習意欲の問題。高校だけでなく，小中学校でも話題になることが多い。特定の子の学習意欲と

いう問題でなく，多くの生徒が学習意欲が低いとなると，授業をする先生方は本当にさまざまな努

力をされても変わらぬ手応えの少なさに,ときには無力感を感じ，時には腹立たしさを感じ，時に

はあきらめさえ感じてしまうのが現実なのではないだろうか。

　誤解をおそれずに言えば，そういう現実の中でもがんばっているんだねと，心から拍手を送りた

いというのが率直な感想である。　

　10年ほど前に,学力向上フロンティア推進事業で,いくつかの小・中学校では習熟度別指導が行

われ,拝見する機会があった。先生方の配慮や努力をいろいろなところに実感した。40人学級だっ

たら,学習から逃避してしまう子どもも出てしまうときに,そこまで手が回らない。加配教員を生

かして,そういう子にも学びを保証するにはどうしたらいいのか。何人だったら目がいきとどくの

か。多くの学校で共通していた人数は約10人。そういう子たちを10人程度に抑えれば，「困った」

という視線を子どもが送ったらそれを見逃さず,「どうした?」と声をかけられる環境をつくる,

あるいは,逃避しようとしても,サッと感じて「どうした?」と声をかけられるようにする。他の

子どもは30人集団で問題ないというわけではないが,この子たちに学びを保証するとしたらどうす

べきかという意識から習熟度別を選択するという意識はとても強かった。

　頼本先生の「仮説」やそれに対する「手だて」を拝見すると,そのときの先生方の思いや議論そ

して授業の様子を思い出す。「取り組んでみようかな」と思ったときに,それなりの努力で取り組

むことができるような課題を用意しておくことはとても重要である。しかし,そこでの学びを出力

する機会がないと,参加する必然性も参加している実感もとぼしい。生徒集団が10人になるとそう

いう必然性も実感も格段に上がるけれども,40人の中でもできることとして,「全員に発言の機会

を与える」という手段を取られたのは適切と思うし,50分の中で40人が参加できるように多くの問

いをつくるというのは大変なことだろうとも感じた。

　そういう先生の努力が,テストの得点などに反映されるところまでいくのは簡単なことではない。

でも,まずは継続する(させられる)中から,明日もやってみようという気持ちになれることが大

きな第一歩なのだと思う。

　たゆまぬ健闘を期待したい。
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チャートを利用した解法パターンの暗記 
－解法パターンの暗記で大学入試に対応できる－ 

愛知県立半田東高等学校 池田健太郎 
１．はじめに 
 数学は一般に，「思考力」が必要な科目だと思われている。しかし，教える側がこの考え方にこ

だわり過ぎると，生徒の側にかなりの負担が生じるのではないか。「解けるまでしっかり考えなさ

い」と言っても数学の苦手な生徒にとっては「考えれば出来る」という気はしないのではなかろ

うか。教科書の練習問題のレベルならば，「例題」の解答を真似すれば出来るようだが，入試の標

準レベルの問題になると，教科書をやっただけでは「自力で解ける」レベルに達するのは難しい

ように感じる。「何時間考えても出来ない」というマイナスの体験を積み重ねていくうちに数学が

嫌いになり，勉強しなくなる。そして成績が下がっていくという悪循環が多いように感じる。 
 私はこのような数学が得意ではないが，受験に必要だという生徒にとって，まずはこの悪循環

を断つことが必要だと考える。具体的には公式の証明や内容の深い理解に時間をかけるより先に，

本質的には理解していなくても，そういうものだと考え（妥協し）解法パターンをひたすら覚え

ていくことが重要であると考える。本質的な理解はあとからついてくることも多分にある。 
 この数学に対しての「本質的な理解」よりも「解法パターンの暗記」に重きを置く考え方は，

『和田式要領勉強術 数学は暗記だ！（株式会社ブックマン社）』で言及されている。本研究では

この本の著者である和田秀樹さんの考えを元に「入試で合格点が取る」ための１つの家庭学習の

方法を提案する。 
「難問を捨て典型問題だけを確実に解く」ことにより，「苦手なりになんとか合格ラインに達す

る」ことが出来ると考える。 
 
２．解法パターン暗記の必要性 
実際の定期テストでは 50分の制限時間の中，授業でやった範囲から同じような問題が出る。大
問で 10題近く出されたとすると，１題５分で解くこととなり，「じっくり考えて解く」ようなテ
ストではない。確かに考えに考えた末に問題が解けたときの喜びは大きく，印象に残る。しかし，

数学が苦手な人にとって，５分考えるのも１時間考えるのも内容的にはそれほど大きな差がない

と感じる。それは，数学が苦手な人は，考えるためのベースとなる「知識」が尐ないからである。

例えば，『チャート式基礎からの数学（数研出版）』に次のような問題がある。 
 

   
  

   
  

   
  のとき，この式の値を求めよ。 

 

上の問題では 
   
  

   
  

   
    と置くことを知らなければ解けない。分母を払って連立方

程式の形にしても，なかなか文字を消去することが出来ない。このことについて，数学が得意で 
   と置くことが出来た生徒も，「苦労して考え抜いた末に発見した解法」ではなく，以前どこか
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